在留邦人の皆様へ　　
大使館　医務官
　
最近、当地の在留邦人が立て続けにデング熱に感染し輸血を必要とする深刻な状況になりました。そこで、この機会に改めて皆様には以下のような注意喚起をしたいと思います。
1． デング熱の予防のために：蚊に刺されないことに尽きます。デング熱は未だ判らない　
ことが多い病気で、デング熱にかかった人の中でほんの一部ですが、出血熱になる
人がいます。しかし何故なのか判っていません。ウィルスが体内に入って何処で増
殖するのかという簡単なこともわかっていません。それでも人から人への感染では
なく、蚊が媒介する病気であるのは周知の事実です。そこで、デング熱の予防では
蚊に刺されないことが最優先されるのです。
1． 蚊の対策：長袖、長ズボン、靴下の着用を心がけて下さい。今の時期はセカンド・サ　
マーですが、この時期は同時にデング熱の流行時期でもあります。流行は１１月下旬には収束しますが、それまでの間、少々暑いのを我慢して長袖、長ズボン、靴下を着用するのが蚊対策の重要且つ有効な手段と考えます。
2． 服薬について：デング熱に罹患したのか、単なる風邪や頭痛なのか判らない場合の服　
薬に際し、解熱や頭痛に対してはアセトアミノフェン(一般名、日本ではコカールと
いう名前で売られています。インドではパラセタモールが有名です。)がデング熱に
は安全です。一方、安易に風邪薬（ＰＬなど）や鎮痛解熱剤（バファリンやロキソ
ニンなど）を服用するのは避けて下さい。これらの薬は血小板の働きを抑える方向
に働きますので血小板が減少するデング熱に使用すると大変危険です。例えば鼻水、
咳、のどの痛みなど呼吸器の症状を伴わない発熱の場合にＰＬを使わないで下さい。
また発熱のある頭痛に鎮痛剤を使わないで下さい。どうしても自己判断で服用する
場合は上記鎮痛剤をお勧めします。
3． デング熱に罹患した場合：少なくとも発熱のある間、蚊に刺されないようにして下さ
い。一見、奇妙に思えるでしょうが、これはデング熱未感染の蚊がデング熱に罹患
したヒトへの吸血行為を通して感染し、新たにデング熱を媒介する蚊になるのを防
ぎます。感染拡大への悪循環を断ち切る意味があります。なお、同じ型のデング熱
ウィルスには２度と感染しません。デング熱ウィルスにはⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ型の４種
類があり、罹患した型のウィルスには抗体が出来るので、生涯免疫を確保するから
です。
　参考までに：血小板が減少するのを特徴とするデング熱の輸血の場合、成分輸血と言って血小板だけの輸血になります。
